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山形国際ドキュメンタリー映画祭2023
YAMAGATA International Documentary Film Festival 

10月5日［木］－12日［木］

【応募締切迫る！
】

インターナショナル・コ
ンペティション▶4月15日

アジア千波万波▶5月15日

詳しくは www.yidff.jp/2023

金曜上映会
イベントレポート
ほか 

4.
土Sat
22

東日本大震災による原発事故の影響で、思いもよらず避難しなければ
ならなかった福島県飯舘村の人びと。避難指示が解除され、6年以上
続いた仮設住宅での暮らしから、村に帰る選択をした村民たちが、か
つての村の様子や帰村後の暮らし、村への想いを語る。語りを聞き、身
ぶりを捉えた映像の記録『飯舘村に帰る』。
バンド「yumbo」のリーダーであり、仙台市立町で「喫茶ホルン」を営む
澁谷浩次のファースト・ソロアルバムについてのドキュメンタリー『Lots of 
Birds』も併映し、福原監督の記録と映画の仕事の一端を見る。

   14:00（1回上映）
飯舘村に帰る  
YIDFF 2019 ともにある Cinema with Us
監督：福原悠介／2019／55分

   15:10（1回上映）
Lots of Birds
監督：福原悠介／2021／45分

   16:00 ゲストトーク

〈「ともにある Cinema with Us」特別版
　　　　　　　　　　　福原悠介監督特集〉 5.

金Fri
12

1991年、ソ連邦が解体し、東ドイツの駐留兵士たちは、故郷に帰るか
新たな戦場へ赴くかの選択を迫られる。ソ連の誕生から崩壊までを描き
ながら、ペレストロイカによる希望と失望をあぶり出す『さらばUSSR』。
中央アジアとモスクワを結ぶハイウェイを、古いバスで旅する大道芸人の
家族の日常を淡 と々描く『ハイウェイ』。中央アジア独特の時間の流れと
空間の連なりで描かれるのは、ソ連崩壊後の厳しい社会変動があろう
となかろうと、生活の営みが厳然と存在するという確かな証ともいえる。

   14:00, 18:30（2回上映）
さらばUSSR
YIDFF ’95 インターナショナル・コンペティション
FIPRESCI（国際批評家連盟）賞、CINEMA だいすき！賞
 監督：アレクサンドル・ロドニャンスキー
 ウクライナ／1994／35mm／60分
 ハイウェイ
 YIDFF ’99 インターナショナル・コンペティション
 監督：セルゲイ・ドヴォルツェヴォイ 
 フランス、ドイツ／1999／35mm／54分

〈さらば、旅をつづけよう〉

10月5日［木］～12日［木］

『ハイウェイ』 5.12金曜上映会

鑑賞会員無料（当日受付にてご入会ください）
会費・入会金不要（裏面の本法人「正会員・賛助会員」制度とは別です）。
会場：山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
山形市平久保100 山形国際交流プラザ（ビッグウイング）3F 試写室
主催：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

福原悠介：1983年宮城県仙台市生まれ。映像作家。アートプロジェクトや民
話語りなど、地域の文化を映像で記録するほか、「対話」をテーマとしたワー
クショップをおこなう。監督作品のほか、小森はるか監督『空に聞く』
(2018)、小森はるか＋瀬尾夏美の『二重のまち／交代地のうたを編む』
(2019)などに参加。記録集「セントラル劇場でみた一本の映画」企画・編集。
https://www.petrajp.com/

土曜開催！
各作品
1回上映です。

311ドキュメンタリーフィルムアーカイブ

2011年3月11日に起きた東日本大震災の記録映画とその作品資料
を蒐集・保存し、作品情報を世界に発信するプロジェクトです。登録
作品は、山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー（裏面）で視聴できます。

www.yidf f311docs.jp



メールマガジン「YIDFFニュース」（毎月1回配信）
www.yidff.jp/news/subscription

コミュニティFM ラジオモンスター 76.2MHz 『モンブラン』内

@yidff_8989

ブログ「ドキュ山ライブ」   www.yidff-live.info

@yidff

山形国際ドキュメンタリー映画祭情報発信中

山形国際ドキュメンタリー映画祭の
高校生チームです。いろいろな上
映会やイベントを企画してみよう。
メンバー募集中。

docu_777

これまでの活動   www.yidff-live.info/tag/docuyamayouth
もうしこみ・といあわせ☝

山形市平久保100 山形ビッグウイング3F
開館時間：10:00－17:00
休館日：月・火曜（祝日を除く）、年末年始
臨時休館はWebサイトでお知らせします。
電話：023-635-3015

　これまでに山形国際ドキュメンタリー映画祭に応募された20,000
本以上の作品（プレビュー）、「311ドキュメンタリーフィルム・アーカ
イブ」（オモテ面）に登録された作品が収蔵され、ビデオブースで視聴
することができます。
*映画館での公開が決まった作品などは視聴いただけない場合があります。

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

@FilmYamagatawww.creative-yamagata.jp

山形市創造都市推進協議会 事務局
山形市旅篭町 2-3-25　山形市企画調整部文化振興課内
Eメール: creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp
電話：023-641-1212（内線 769）

山形ドキュメンタリー
フィルムライブラリー子どもの映画教室
3月11日［土］　山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
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☎023(666)4480
info@yidff.jp

だい13かい

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

2月17日［金］　やまがたクリエイティブシティセンターQ1

　「出張版」としてQ1で初めて開催
した金曜上映会。「山形ドキュメンタ
リー道場5」で肘折温泉に滞在し、
制作中の新作に磨きをかけている莎
韻西孟（サーユン・シモン）監督、羅
苡珊（ルオ・イーシャン）監督を招き、
上映とトークを行いました。作品に登場した人々や村の現在、監督と登
場人物との関わり方についての質問や、新作への期待の声が寄せら
れ、映画の作り手と観客が直接対話する貴重な機会となりました。

　13回目の開催となった「子ど
もの映画教室」。今回は、映画
誕生以前の“動く映像を見る装
置”「ズープラクシスコープ」と、
「フェナキストスコープ（驚き盤）」
を体験しました。
　頭に思い描いた動きを映す

のはなかなか難しいけれど、みんなで観るの
は楽しいね。ズープラクシスコープを発明した
写真家も、「みんなで」動く写真を見たかった

んじゃないかな、と思いました。
　このほかにも、映写室を探検したり、缶に入ったフィルムの重さを確
かめたり、いろいろなことを経験してもらいました。
＊参加者の感想より

・自分が作ったえいががうまくいってうれしかったです。

・昔のえいがの道具がすごい長い名前でおもしろいなと思いました。

山形ドキュメンタリー道場5

前列右より羅苡珊監督、
莎韻西孟監督、
編集スタッフの林怡初さん

認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
をご支援ください
映画祭や上映会、映像教育・支援活動、アーカイブ活動の継続、新
しい事業へのチャレンジへのご支援をお願いいたします。

www.yidff.jp/support

『テラキスの帰郷』監督：莎韻西孟（サーユン・シモン）
『他者は私の皮膚』『それから』監督：羅苡珊（ルオ・イーシャン）

ご寄付について

本法人へのご入会について
認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭を継続的に支援
してくださる方のための会員制度です。詳細は上記URLの山形映
画祭公式サイトでご覧ください。

山形国際ドキュメンタリー映画祭は「認定NPO法人」です。認定NPO
法人に寄せられた寄付金には、寄付金控除が講じられ、寄付を行な
う側、受ける側、双方に有利になります。詳しくは最寄りの税務署にお
問い合せください。

  正会員(個人）  賛助会員（個人）
 総会での議決権 あり  なし

 寄附金控除 なし  あり

 会員特典 映画祭入場料割引  なし
  フィルム貸出料割引など 
 会費  1口：10,000円 　　 1口：5,000円

 会員期限  4月1日～翌年3月31日

ご参加ありがとうございました！
イベント・レポート


